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特別養護老人ホーム
三幸の園

介護職 堀 芳彰
介護職 相曾 庸好

施設紹介

特別養護老人ホーム三幸の園 定員110名
短期入所施設三幸の園 定員20名
三幸の園ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀー 一般型30名

認知症型9名
三幸の園ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ大平台
三幸の園指定居宅介護支援事業所
地域包括支援ｾﾝﾀｰ大平台

取り組みの背景

転倒・転落

エスケープ

対人トラブル
見守りの強化

「森を見て木を見れず」とは・・・。

「森」とは・・・フロアー全体
「木」とは・・・利用者様個人

職員配置
の検討 タブレット

の活用

自動ブレーキが
掛かる車椅子
の使用

職員配置の見直し

・日勤帯に職員を1名増員

・コール担当と見守り担当を分担

・必ず職員一名がフロアーで
利用者様の見守り

タブレットの活用

・フロアーで見守りをしながら
介護記録の入力

・タブレットを２台導入
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自動でブレーキのかかる車椅子の使用

・立ち上がるとブレーキが掛かる
車椅子を3台導入

・3名の利用者様に使用し
安全に生活できるか観察

実施後会議を開催

実施

評価・再検討

再実施

再評価・反省

・実施後アンケートを基に
フロアー会議で評価。

・再実施後も会議を開き、
評価、反省。

職員配置の見直し(１回目)

利用者様と壁画や
フロアー内の飾り
作りが出来、雰囲
気が明るくなった

フロアーを離れ
る時見守り職員
がいるので動き
やすくなった

利用者様と関わる
時間が増え、状態
や変化に気付くこ
とが多くなった

忙しい時に出
来ないことが
出来るように
なった

～賛成意見～

80%

13%

7%

図2：Q.見守り担当は必要か

必要 必要ない どちらでもない

100%

図１：Q.見守り不足と感じるか

ある ない どちらでもない

職員配置の見直し(１回目)

見守り職員にまか
せっきりになってし

まう

他の利用者様の見守りが疎
かになっている

声掛けしフロアーに
必ず誰かが残るよう
にすれば必要ない

～反対意見～

業務を変えれば
見守りできそう

タブレットの活用(１回目)

その場で記録が
取れる

利用者様を見
守りながら入力

できる

タブレットは慣れてい
ないので時間が掛
かってしまう

見守りが疎か
になる

使い方がわからない

自動でブレーキが掛かる車椅子の使用
(２回目)

Ａさんは立ち上がっ
て車椅子を押す動
作がある為、かえっ
て危険では？

転倒、転落の
リスクが減った

所在確認への意
識が疎かにならな
いよう注意が必要

性能に頼ってしまい、
見守りに行くことが

減った

安心して見守れる
ようになった

67%
0%

33%

図３：Q.車椅子を使用して
変化はあったか

あった なかった どちらでもない
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実施内容の変更
反省点

見守り担当職員の負担大

集中する業務を行う時の
見守り不足

タブレット操作の理解不足

時間毎に見守り担当の交替

集中する業務は他の職員
がフロアーにいる時に行う

所在確認の徹底
性能に頼って所在確認が

疎かになる

全職員で見守り フロアーを離れる時は
声かけし離れる

タブレット操作の勉強会を
実施

改善点

レクリエーションに参加し
ない利用者様の見守りが
不十分

見守りを任せっきりになっ
ていることがまだある

協力して見守り
やその他の業務
を行えた

見守りということを
意識するようになっ

たと思う

２人なら対応する
ことができた

職員配置の見直し(２回目)

～賛成意見～

前回よりも使える
ようになった

一括入力出来
時間削減

昔の音楽や映像
をレクリエーション
にも使える

タブレットの活用(２回目)

53%

47%

図4：Q.勉強会実施前
タブレットを使用しているか

使っている 使っていない

73%

27%

図５：Q.勉強会実施後
タブレットを使用しているか

使っている 使っていない

自動でブレーキが掛かる車椅子の使用
(２回目)

→安全に過ごされている。引き続き経過観察

自身でトイレに行かれ職員が気づかない
ブレーキの掛け忘れが見られる為

ブレーキの掛け忘れが見らる
職員の介助を嫌がる為

・・・・

・・・・

・・・・

ブレーキが掛かる車椅子を使用している利用者の見守り、
所在確認の徹底を行い安全に生活できるか観察。

トイレ、臥床の訴えが多く自分で向かってしまう 購
入
を
検
討

反省と今後の課題

見守りに対する意識の向上

レクリエーションの質の向上 他の利用者の見守りの
意識

見守りとレクリエーション
の両立

職員間のコミュニケーション
・連携の強化

注意が必要な利用者の見
守り、所在確認の徹底

全体(森)の見守りだけではなく
個々(木)のニーズを把握し
その人らしい安全な生活の

提供を目指す!!

～利用者様と一緒に作成した壁画～


